
■産業保健看護専門家制度研修 

 所定のプログラムについては、日本産業異性学会の産業保健看護専門家制度の単位取得が可能です。

認定単位を取得するにあたり、本学会の参加証（コピー可）を添付し、研修概要を記載する必要があります。

必ず、本会の参加証を保管してください。

＜認定単位取得可能セッション＞

日時 時間 会場 セッション セッション名 単位数 認定項目

10:00~12:00 現地
実地研修１　JR東日本健康推進センター

高崎健康推進センター
鉄道業における職場巡視と視察後指導 実地2単位

実地研修

⑦職場巡視

１．職場巡視

10:00~12:00 現地 実地研修２　㈱　ミツバ富岡工場	 ㈱ミツバにおける健康経営の取組みと課題 実地2単位

実地研修

⑦職場巡視

１．職場巡視

10:00~12:00 現地 実地研修３　㈱　ボルテックスセイグン 物流会社における社員の健康と安心を育む取組み 実地2単位

実地研修

⑦職場巡視

１．職場巡視

10:00~12:00 現地 実地研修４　㈱　原田 高崎工場 従業員の健康管理と工場内の安全衛生管理 実地2単位

実地研修

⑦職場巡視

１．職場巡視

14:45-15:45 丹頂１・２ 大会長講演 食と栄養から見た働く人のメンタルヘルス 専門1単位
③健康管理

3.メンタルヘルス

16:00-17:00 丹頂１・２ 特別講演１
行動変容に繋げる戦略的ヘルスプロモー

ションと保健指導
専門1単位

③健康管理

5.健康教育・健康

の保持増進対策

17:15-18:45 丹頂１・２ シンポジウム
はたらく人の未来を支える健康～多様化す

る働き方とライフスタイル～
専門1単位

①産業看護総論

6.産業と環境

11:00-12:00 丹頂１・２ 教育講演
外国人労働者の労働安全衛生－労災相談事

例から考える問題の所在－
専門1単位

①産業看護総論

4.労働災害と補償

13:30-14:30 丹頂１・２ 特別講演２ 日本人の生活習慣病の特徴とその予防 専門1単位
①産業看護総論

6.産業と環境

12/6（金）

12/7（土）


